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「釈明制度は当事者の法的審問請求権を具体化する制度である」
という基本的な立場に立って，従来の判例の意味を明らかにする
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―法的審問請求権の保障と訴訟関係の明確化―
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● 第１編では、裁判所の釈明義務について判例・学説を基に検討し、釈明・指摘義務の基礎理論を解明。
● 第２編では、当事者側の口頭弁論終結後の提出書面及び口頭弁論の再開を論じ、控訴審の事後審的運営まで
　 言及。
● 市民の権利保護を目指し、約 180 判例を集め、80 近い判例解説を根拠に仕上げた一冊。
● 釈明制度を定める民事訴訟法だけではなく、多数の連邦憲法裁判所の判例によって発展させてきたドイツ法
    のとらえ方についても詳細に解説。
● 参考文献及び引用箇所についても詳細に注書きにて記載。
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第２編　口頭弁論終結後の書面の提出と口頭弁論の再開
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　　第１節 口頭弁論の終結
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